
平成25・26年度総合学術調査参加班と調査テーマ
班　　名 調　査　テ　ー　マ

1 地質班 阿南市の地質と地形
2 水質班 阿南市を流れる河川の水質
3 植物相班 阿南市の植物
4 鳥類班 阿南市の野鳥生息状況
5 昆虫班 阿南市の甲虫・阿南市のトンボ
6 クモ類・貝類班 阿南市でのクモ類・ザトウムシ類の生息状況
7 民間薬調査班 阿南市における民間薬調査
8 民家班 阿南市の民家
9 社寺建築班 阿南市の社寺建築
10 考古班 阿南市の板碑
11 地方史班 阿南市における文書調査
12 民俗班 阿南市の祭礼と祭り囃子、遠洋漁業、人生儀礼と食について
13 方言班 阿南市の方言（実態と変化）

14 地理班
①阿南市地域の近世絵図と明治前期地籍図（公図）の調査
②古代阿南市域の条理と古代道路復元調査
③阿南市の地域性
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「阿波学会　阿南市総合学術調査発表会」発掘！

阿南市の社寺建築
阿南市の神社、寺院、お堂・お庵を131
カ所調査しました。その中から、阿南市
の社寺建築の特徴である、軒裏の手先を
四方八方に出す組物の事を中心にお話さ
せていただきます。

社寺建築班　黒崎仁資（50歳・鳴門市）
（公社）徳島県建築士会会員

14
:15
～

阿南市の甲虫
2013 年４月から 2014 年 8 月末まで阿
南市における甲虫類とトンボ類の調査を
行いました。今回は調査で確認できたい
くつかの甲虫類について紹介し、その特
色などを発表します。

昆虫班　吉田正隆（69歳・徳島市）
日本昆虫学会・日本昆虫分類学会所属

11
:45
～

阿南市の河川の水質と
水棲生物
2013年８月から2014年９月にかけて、
那賀川、桑野川、福井川など河川の水質
や水棲生物を調査しました。その結果に
ついて報告します。

水質班　山本裕史（42歳・徳島市）
徳島大学総合科学部・准教授

10
:45
～

旧羽ノ浦町役場文書に見る地域の歴史
旧羽ノ浦町役場には、羽ノ浦村成立前の
連合戸長役場時代の公文書や、明治中期
から昭和の初めにかけての村（町）議会
関係の議事録や決議書などが残されてい
ました。地域にとっての〝宝物〟といえ
るこれらの歴史史料の一端を紹介します。

地方史班 　徳野　隆（54歳・徳島市）　
徳島地方史研究会代表

14
:45
～

阿南市の野鳥生息状況
240種と多種類の野鳥を確認しました。
徳島県の記録は約360種であり、わずか
２年の観察で、県記録の2/3が確認され
たことになります。

鳥類班　 東條秀徳（60歳・徳島市）
(公財）日本野鳥の会会員

13
:15
～

旧阿南市の植物
旧阿南市全域で、山地、河川・ため池、
水田、造成地、島

とうしょ

嶼、社寺林などの植物
を調査した結果をもとに、希少植物、水
生植物、帰化植物、巨樹・巨木などにつ
いて報告します。

植物相班　木下　覺（72歳・鳴門市）
徳島県植物研究会会長

11
:15
～

学術文化的お宝あれこれin 阿南市
蕨
わらべいし

石海岸は、地球のプレート運動によっ
て変形し混在した地層が見事で、四国山
地や日本列島の成り立ちを知る情報満載
の観察地点です。後半は、阿南市産大理
石の重要建造物における使用例の調査続
報です。

地質班　石田啓祐（61歳・徳島市）
徳島大学大学院教授

15
:15
～

新野地区における民間薬利用
阿南市新野地区において民間薬（薬草な
ど）の利用状況を調査しました。現在、
この地域でどのような民間薬が使われて
いるかということと同時に、この調査の
意義と今後の課題について発表します。

民間薬調査班　川添和義（51歳・鳴門市）
徳島大学大学院准教授・徳島大学病院副
薬剤部長

13
:45
～

講師紹介
＆日程

10:30～　開会10:45～　【１部】発表・質疑12:15～　休憩13:15～　【２部】発表・質疑15:40～　全体質疑16:00　　閉会
※都合により日程を変更する場合があります。

タチバナ

東京国立博物館内
の大理石

ベニトンボ

3
8㈰

問 阿波学会事務局（県立図書館内☎088－668－3500）
　 または文化振興課（☎22－1798）へ

阿波学会による２年間にわたる
総合学術調査の集大成

阿
南
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出

阿
南
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発
見

阿
南
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自
生

総合学術調査の成果をまとめ
た『阿波学会研究紀要』を１
冊2500円で販売します。
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